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I はじめに

グレートプレーンズの東部は冬小麦地帯として知られている.事実， ミズーリナト!のカンザスシティ

の小麦市場は， シカゴ穀物市場とならんで硬質小麦の産地を背景に小麦の国際価格を決めるほどの実

力がある.周知のように硬質小麦は，メノナイトを中心とするドイツ系ロシア人1)が持ってきたトル

コ極 (l~ecl Turkey) を起源とする (Mi川 r，1998). この小麦を中心として系統育種された栽培種の

変化についてはへインによって明らかにされている (Heyne，1987). 

カンザス州においても小麦はフリントヒルズの西の1=1づ1)ゃ西部で栽培されてきた.当初はカンザザ、ス

j付什州iトH、'1仁i 

匹西H経i径去お10∞OJ度支t)以J孔jよ、I泊西当当牟のハイフプ。レ一ンズはi降埠雨の少ない半乾燥i地迩f域或で、あり (Weぬbb，1931)， 周期的に皐越に

襲われたため，小麦を中心とする穀物栽培は不安定であった (Mathe人 1972). しかし， 1920年代か

ら試みられてきた夏季休閑 (summerfallow) の乾燥農法が， 1930年代初期のダストボール(砂塵)

の襲来以後ノ¥イプレーンズ全域に波及したことで，穀物の収量が安定してきた.さらに，カンザスナ1'1

の四半部，特にカンザスナ1'1南西部では，オガララ若水j蓄の地下水の揚水によって濯獄化がIZlられたこ

とによって，穀物の収量が増加してきた (Krommand White， 1992). 本稿ではそのような典型的な

事例としてカンザスナ1'1高西部のハスケル郡 (HaskellCounty) を取り上げ，アメリカにおける穀物栽

培の実態をフィールドワークによって明らかにすることを毘的とする.アメリカの穀物栽培について

は面積が広大で，機械化がすすみ大規模農業の典型だといわれているが，その実態については意外と

知られていない.
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調査対象地域のハスケルtlliは Iカンザスナトiでも最も平jttな i二地J といわれる. ハスケルim
は 16のタウンシッ 70~) からなる正ブrnラの ïiじであり(第 1 1i?:1) ， ~I t Tlli fil)のサンドヒルズ近くで標高3，050

フィート (930111)，FhjJl:ig{)のシマロン )11の谷低2，800フィートまで1:と高は250フィート前後であるが，

現実には谷斜iuiを別にす1， Lば斗三JHな地j或といえる. 三!'-jD地の i二にテキサスナ1，1北山部でプラヤと i呼ばれ

る，大雨のIISに本の泊まる浅い在地がある.景観的には夏にトウモロコシ，マイロ， 夕、イズが，冬に

小麦がでt安作物となる.また，この地域に多し 1 トルネード(屯巻)を避けるため，民家には地下室が

備えられている(ゴデ真 1) 

也と経済恐慌が農村社会に与えた影響を調査したエドワーズは，ハスケル郡では周期的な平魁の

襲来の結果，ホームステッダ一 (homesteacler:穀作 I~cl 営農耕民)の定着と流失をくり返してきた，

アメリカ社会のなかでも定着性の低い不安定な社会だとした (Eclwarcls，1939). また， J血縁社会の

文化i判官!IJj百を調査したベルは，ハスケルilliにおける人口流入と流失が農村社会にしっかりした文化が

育たないJInl主!としたけた11，19.42). ウオースターも「ダストボール」のなかで，これら論文を引用

しつつ， 1930年代のハスケル郡の様相を明らかにしている (Worster，J 979). 

行政的にはハスケル1mは，北部のフィニ一部に含まれていたアラノけτ地区が1878年にiJliに昇格した

ものである.かつてサンタフェトレイルの)WJ往還:))カf通っており， ï~líj或の l:j=l{、にサンタフェの1l1J力f

あった. しかし， ダッジシティー・シマロンヴァレ一報(現アチソン・トビーカ・サンタフェ鉄道=

i¥T&S下鉄道)が19J2_.q三に151)]或の南部に敷設され，その沿線にサブレット (SubleUe)とサタンタ
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(Satanta) の 2つの IlIr1
)ができたため，サンタフェの IIITはゴーストタウンとなった (Fitz貯 ralcl，

1988) .現在，サブレットとサタンタのIIITにはいくつものグレーンエレベーターが立ち(写真 2)， 

ジョンデイア社(JohnDeere) の農業機械展示販売自や混成会社が目立つ典型的な穀作地域のIIITと

なっている.

E ハスケル郡における穀作農業の展開

]] - ] 放牧地と牧j揚

ハイプレーンズは上げ史的丈の;乏しU字が生える天f'!ミの草地であった. ここに した牧畜業者にバー

トン兄弟がし Eた.彼らは， 1872:11ミの冬，テキサス南部から3，OOOi]l'1のロングホーン牛をつれてペコス

)11を溜りプエブロを通り，アーカンザス川を P トってJJI在のガーデンシティに秋まで留まり， ピアス

ヴイルに定着した.牛をアーカンザス )11南部のサンドヒルズや南部のハスケル郡に放牧した (Soil

Conservation Service， 1965). その彼，オクラホマ川のピーヴアークリークに本拠を霞く，ハーデス

トリー兄弟や， フレ y ドハーベイ牧場がハスケル1mの天然の草地にと|二を放牧した.前者は牛の背に棋

S字のトに横俸のある焼i引を f走者は XY の焼1~IJ をつけていた.

これらの牛は柵のない草地 (openran伊)に自 EI:I放牧され，年 2IIi]，か 1')集め (rol1ncll1p) が行わ

れたという (l¥仕Clure，J988). しかし， J 88611:: ]月のブリザードで，雪が 3日間降り続き，根雪期

間が35~40 日に達したためハスケル 1il~ で].1 Oom~[ の牛が!鮭死した.このブリザードが，自 EI::I放牧を

行っていた牧畜業者に壊滅的打撃を与えた.この!時期は，丁度パラtjjiが普及した時期にあたるので，

以後放牧地にパラ線をめぐらした*1]放的牧畜業が主流となり， 1900年頃から栄えた.この形態の牧場

としてハスケル郡の北西部とフィニ一部の南西部のサンドヒルズにジョーンズ牧場(Jonesranch) 

が存在した.この牧場は 1920年代に10セクションを所有し，西部のコロラドナトiなどから仕入れた子

牛のJJ~育や近隣の入植者の牛をかっていた.北西部のサンドヒルズとともにシマロン川の谷斜面も

自然放牧地として利用され，現在でも一部その景観を維持している.

]]-2 ホームステッダーのプ立着と高H~1.是

ハスケル1:ir~でもホームステ y ド J去に基づき， 1880年代にホームステッダーが流入し， 160エーカー

(クォーターセクション =64ha) の土地の所有権を主張した.所有権の主張は，草の生えたj京野に杭

を打ち込んだ (timberclaim) ものであった.これらホームステッダーはサンタフェ協往還のIRTサン

タフェとその周辺に居住していた.γ西部に行けば，土地が発f:f賞で、手に入る」という土地神話を信じ

た結果，ハスケル郡の人口は， 1887年に2，841人に達した.ホームステッダーは徐々に耕作を開始

し， 1892年には 1エーカー当たり 40ブッシェル (40X27.22=1，088kg)，全体で75β05ブッシェルの小

麦を生産した (McClure，1988). 当時， )誌を使った耕作限界は40エーカーであり，自給のために多

様な作物を{乍っていたから ホームステッダーは100~150]1汗存在したであろう.

しかし， 1893~97年は早舷で穀物の収穫はごく僅かになった. グレートプレーンズでささやかれた

守Ilは型についてくる」とし寸但諺S)を信じた穀作民は，皐越のため銀行が奨励した農機具等の購入
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資金が返済で、きずに他地j或に流失して行った.その結果， 1890年に1.077人いた1ili人口は1899年には

!J34人へと半分以 l'に減少してしまった. 1ヒ!絞的iWiにまれた1905-12:)1ミには再定着 (resettlement)

が行われ， 19081f.には1.418人まで回復した.再定着といっても Ttl:jへ流失したホームステッダーの跡

地に京から流入した人がAHI1

(するというものであった. ところが， 1913-17年に r!i:び平が襲った.

殺作民耕民は平舷を避けるため，夏季の耕作を 11二め，秋にノト麦を撒き，初n乏に収穫するという小麦栽

培がj去来ーの'IJ{、となった. 夏季i*I~~J が普通みられるようにな 1') ，併殺1:日以外に}古住し Iト麦の撒き付

けと JI文柊Il寺のみjY3業を行う不在地主，つまりスーツケースファーマー(日lilscJsefarmer) (i)が登j払ーし

た(sell，19!J2). このことは， トラクター， コンノてイン， i需干ポ{去なとごのプミ211史-業機械が、普及したこ

とを:さ:r~êする

1920年代に入ると jlj:びホームステッダーが増加し始めた.lJJiらが入M:した160エーカーの土地に

は，住宅とが1J宗と )~llし111 がセットになっているものであった.その結果， 19251fには人仁iが， 2.026人

になり， 19301rには2.80!J人となった.小麦の収穫も 192911三には383)Jブッシェル， 1931年には520)5

ブ y シェルへとJllfim司に1rjlびた.この時期Lつまり 1932年には5β00エーカーに小麦を栽培し， 6万

ブッシェルの収穫をあげ、 iIII~ 界の小麦女王J と 11子ば、れたイダ・ワトキンスを生みよu した.彼女は

1920年に200エーカーで小麦を栽培し， 8‘244ドルの収入を得た.その資金でハスケル{:i1iに土地を購入

し， 192:1年にサフレットに移住した. 1926年にはl.950エーカーで 5万ブッシェルをJI又穫し， 7，500ド

ルを稼し1だ.小麦女王といわれたJ932:)1-:には， 7 -8合のコンパインを;寺ち， 30-40)人¥の男をj濯在j用干有3し

ていたという (ωi'vた.'仕r

しカか、し'この最中， -Llt界恐慌とダストボールが襲うのである.ハスケル111;に最初jのダストボールが

襲ったのは， J932年の春のことである. 3・4月の強風が乾燥した):111の土を巻き!こげ砂嵐となる.こ

の砂j試は， 11'¥J欠的に1939年の春まで襲った.砂!車はが、1I寺1M]でLI二むが，その!日]人々は家のなかでひっそ

りとやり過ごすだけである.周知!のようにスタインベックの『怒りのぶどう.dI (Steinbeck， 1939) 

は，この砂I}& と i号m村の様相を見事に ~í'Nし 1 た傑作である.

エドワーズは， J930年に存在したハスケル郡のfj芸家461戸を取り上げ， 1895， 1905， 1915， J920， 

J930年当時のホームステッダーの1935ifにおける姥存率を計算した.それによると 1895年における

ホームステッダーの妓存率は 8%. ] 905年と 19J5年のそれはは%， 23%で、あった.また， J920および

1925年のそれは40%台で、あった.このことから彼はハスケル郡の農村'社会が平舷と世界恐慌の影響を

受け，定着農耕民が常に流失する，アメリカのなかでも最も安定性のない地域の 1つであるとした

(Eclwarcl九 1939). 

当初はこの砂塵をやり過ごすだけであったj美氏は，小麦の収穫後 切株をそのままにしておいた

り，等高線耕作 (contourculLivation)，乾燥農法 (clryfarmin三)，縞;1犬耕作法 (stripcropping) など

に取り組んだ.これらは農家保護の政府の農業調去 (/¥gricultural/¥dju引 ment/¥clministration) の

下で，土j哀保全政策となって結実した.すなわち これらの農法は 1948年にハスケル郡土境保全地

区カf部技哉されてから増大したという (Soil Conservation Service， 1965， 1968). なお， ダストボール

の後の1940年代はトラクターなとぐの機械化が進展した.特にスーツケースファーマーとi呼ばれる不在
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地主の土地でが長似イヒが進んだ.機械化は，耕作できる面請の地大を IIJ能にしたので，逆に地1111iの高)J奇

を招いた. このこと lはまむj巽家のiJ戒少少、と走王壬色

守平Zリj力?規克1模葉は， 629エーカーで、あったが， 1955年には306戸で1，129エーカーとなったx)

11 -3 iWf i11;[農業の炭IJFJ

1 )地下水ir:lfiI1;[の進展

ハスケル郡で最初の准ifl;[用井戸を掘ったのは，ワレン・ムーア氏で1939年のことであった. しか

し，金をかけた割には数エーカーしか瀧悦できなかったので 他の人は見守るだけで追従しなかっ

た.ダストボールの過ぎた194]-49年には雨にも恵まれ小麦の生産量は20075ブッシェルを越え，

1947年には56J万ブッシェルに一!こり，個別各も良かったので2.158万ドルの売り仁げを誇った. また，第

二次世界大戦中・戦後の繁栄のi時期は家畜の値段もよかったので，主j二の頭数はキャトルエンパイアー

と呼ばれた1900年前後を上回っていた.なお，この時期 冬小麦の青葉を冬越しの牛の飼料とする，

小麦畑i放牧が普及した.それはカンザス州の60%の小麦畑で行われていた (S¥VallSOnancl .Anc!ersoll， 

] 951) . 

この所得の向上をもたらした繁栄の年が農民にi也1"水を取水する井戸を掘らせた. とくに1952-56

年は皐~Jt}J に当たり， ドライランド(非瀧成耕地)の作柄に打撃を与えたので， iflk il);[が飛躍的に発展

し， ハスケル郡の農法を変えたといわれる. とくにlω954年 9月カか冶ら1956年 3)月ヲまでで、がj濯;荏主{単f段正フブ♂一ムでで、

あつた. つまり， 開始j期!出月の 9)月=J(に，ここ5ωOのj升井4十:戸でで、iω0，βO∞O∞Oエ一カ一でで、あつたi濯;荏主J説P段2泌己百7汗沌i

のチチ升井4十1:戸でで、5ω0，βO∞O∞Oエ一カ一をj濯注i淑|段主するまでで、にj増i首2幼力加加!日iした. なお 当時井戸~')ITlりと施設費で 1 つの井戸当た

V) ] 6，000ド‘ルに l二ったという (McClure， 1988). 

ノ¥スケル1:iliの港政の黄金時代は1960年代と 1970年代である.このJl寺HJJ，段動力の燃料費が比較的

安く，多くの農家は土地を年 1エーカ-1ドルでガス会社に貸していたので，その代金をj義政ポンプ

の燃料に使用できた.主主物の1illi絡が農業機械や化学製品に比べて良かったことが濯殺を押し進める原

田であった.これらの注減井戸から汲み i二げられた水は，かつては一度められてから耕地に配水さ

れたが，パイプによって畝間にj草枕する方式に変わった il玖IM']i産政 (furrowirrigation) は，ハスケル

1'iI~が平坦地であり，ほとんど耕地の平坦化作業をする必要がなかったので，容易に普及しえたものでる.

2 )センターピボット Wfil誌の発展

1=1:1心j!illJ (centel・ pivoけから延びた400111のアームにスプ1)ンクラーをつけ円:;1三に濯概するのが，セ

ンターピボット濯政方式である.このj産政方式は1950年代末に発明されていたが，急速に普及するの

は動力が電動式に変わった1970年代に入ってからである (rvlcKnight，1979). なかでもアーカンザス

)11南部のサンドヒルズは センターピボットの導入が土地利用方式を大きく変化させた典型的な地域

である(矢ケ崎・斎藤， 1999). しかし，平坦地であった故に畝間濯殺が普及していたので，ハスケ

ル ~:ll~はセンターピボ y トの導入がフィーニ -~:il~のサンドヒルズよりも遅れた.

第2図は， 198J年と 1998il三の空仁|コ写真の対比によってハスケル郡のセンターピボ、ットの発展をみた

ものである. 1981:fl三にはセンターピボ、ット i11釦i誌は， フィニー郡にj妾する，北部 4つのタウンシップ
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第 2菌 ハスケル1;1;におけるセンターヒボ y トii1(il廷の分布変化(J98 liI:.と J997:'q'.の比較)

(U SGS の 4ノ.~III"/n による)

(T27S . R34 -3J¥N)で14]と多かった.つまり日ぎからセンターピボットの数9)は49，38， 25， 28と普

及していたのに対し，北中部のタウンシップ (T28S. 1~34-31\V) ではそれぞれ 5 ， 0， 0， 0で

あった.また，中南部 (T29S. R34 -3l¥V)でも， 0， 3， 2， 1 南部 (T30S. I~34-31W) では

4， 5， 1， 1であった.北部で七ンターピボ y トの導入率が高かったのは，多分にフィニー郡のサ

ンドヒルズの影響が表れているようにiE、われる.そこではジゴット瀧淑施設販売会社の先導のもと

に， 1972年と 1973年にセンターピボットの濯淑ブームがおき， 1970年代に濯il変化されたからである.

jヒ~百端の土地はかつてジョーンズ牧j~きであったもの治三カーニーカウンティーフィーダーズに寅 11又さ
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れ，起伏の激しいところを残してセンターピボット化されたものである(斎藤・矢ヶi崎・二村， 1999). 

1998年の空1=1]写真によると七ンターピボ y ト瀧慨がiI玖11:I'Ji産税地j或に急速に増大したことがわかる.

タウンシップごとにみると:1ヒ部で、は活から79，76， 88， 85と2-3倍にj首加した. また，北中部でも

19， 49， 50， 72に増加し，中南部では63，64， 50， 54に 南部でも21， 44， 70， 43と増加した(第 2

1l{1参照).つまり，ハスケル1!日ではフイニ一部のサンドヒルズよりも 10~1三遅れてセンターピポットが

図られたといえるだろう. 1993年に198J年の空1=1=1写真をJ寺って11]北部の一部を現地調査をした際に

は， iI 玖引11問併問一]L五古笥jL品詰悶二;;司

しカか、し， 七ン夕一ピボツトイ化との j豆 jれ〆工Lυlは土ιd必必必、ずず、しも j濯荏 i~段託fヒの j豆 jれL を意意意tlドi床ヰ未ミしていない. タウンシップ全体

をセンターピボット化すれば 144になるはずであるが そうなってないのは，地形や所有者の意思

決定が効し、ているからである.つまり，南西部を流れるシマロン )11に面した傾斜地は放牧地になって

いるし，北西部のサンドヒルズはIJ:対立地にされているのである. したがって，全体的にみれば，畝間

近ii慨も健関しているといえる.畝11J'j 現で、はクォーターセクション 10)が160エーカ-iï~iill)[できるのに

対し， P=J 7t三のセンターピボットでは125エーカーしか院で、きないからである.後述のように借地農

にとっては，差の35エーカー(14ha)が重要となるからで、ある.

1I-4 農業生産性の変化

第 3@はハスケル1tl~ における主要穀物の作付面積と，エーカーあたりの収量の推移を示したもので

ある.小麦の作付面積は，J.棄民の入植と流入に比例して， 1920年代から1940年代にかけて大きく変動

した.すなわち，ホームステッダーの増加をみた1920年代後半から1930年代初頭にかけて， 15万エー

カーから25万エーカーまで急増したのが ダストボール襲来後の1940年には]475'エーカーまで減少し

た.その後，機械化の進展によって1947年には27万エーカーまで増加したのである.

小麦はドライランドで栽培されるため(写真 3) ，エーカー当たりの収量は降雨量に大きく左右さ

れた.小麦の11又量は，手J也知jの1930年代11)には平均 7ブッシェルだったのが，乾燥農法が普及し降雨

にも恵まれた1940年代にははブ yシェルまで増加した. しかし，再び皐魁期に入った1950年代前半に

はエーカー当たりの収量が9ブ yシェルまで低迷した.

1950年代後半からii玖!1jJi1~iil!;[が導入されるようになると，マイロの作付面積が増加した.マイロはi監

獄耕地とドライランドの両方で栽培される作物である(写真 4).マイロの栽培が始まったのは1940

年代であり，エーカー当たりの収量は平均18ブ yシェルだったが， 1950年代後半には37ブ yシェルま

で増加した.また， 1950年代後半にはトウモロコシの栽培が始まった. トウモ口コシは護政耕地で栽

培される作物である. 1950年代におけるトウモロコシの作付面積は3，000エーカーにも満たなかった

が，エーカー当たりの収量は60-70ブッシェルと小麦やマイロよりもはるかに高かった.

トウモロコシの作付面積は，センターピボット濯慨が導入されはじめた1960年代後半から 1970年代

にかけて急速に伸びた. 1965年には4，800エーカーだったトウモロコシの作付面積は， 1977年には13

75エーカーと20倍以上に増加した. 1970年代にトウモロコシの作付面積が増加したのは， .1972年にソ

連が凶作で小麦をはじめとする穀物を大量に輸入したため，合衆国の穀作農業は全体的に好景気だっ
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第 3図 ハスケルItllにおける穀物栽以fuifi'1とu也生産性の推移

(Kansas Department o[ Agricullurc による)• 

たという背景がある. トウモロコシの急増に対して， 1970年代以降，小麦の作付面積はJ4万エーカー

前後，マイロの作付面積は 5万エーカー前後で横這となる

1980年代に入ると，穀類の過剰生産による価格低迷のため穀作農業が不況12)になり，ハスケル郡に

おけるトウモロコシの作付面積も 5万エーカーまで減少した. しかし，センターピボッ卜准概の拡大

により，穀類のエーカー当たりの収量は増加を続けた. 1980年代におけるエーカー当たりの平均収量

は， トウモロコシが156ブッシェル，マイロが94ブッシェル，小麦が47フ、ヅシェルであり， 1970年代

のそれぞれの値に比べて20ー25%も増加した.小麦のエーカー当たりの収量が増加したのは，濯j段耕

地でも栽培されるようになったからである なお， 1980年代に入ると 1産税耕地で、トウモロコシと輪

作されるダイズ(写真 5)の作付面積が増加し， 1984年には9，900エーカーとな った.

1980年代後半から1990年代にかけて， トウモロコシの作付面積は再び増加する. 1998年には13万 5

千エーカーと小麦を抜いて第 l位の作物となった(写真 6). トウモロコシのエーカ ー当たりの収量

も増加を続け， 1998年には過去最高の196ブッシ ェルを記録した. トウモロコシの収量は1950年代か

ら増加を続けているが，これは，種苗会社による高収量性ハイブリッ ト種子の開発競争にも一因があ

る.近年では，BTコーン 13)という遺伝子組替種子が急速に普及している.また， 1980年代後半から
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1990年代は， トウモロコシの販売先となるこの地域のフィードロ y トが大規模化した時期でもある

(斎藤・矢ケ崎， 1998). 

E 穀作農家の農業経営

1998{1三のハスケル郡における農家数は290戸で耕地面積は37万エーカーだから 1戸あたりの経営

耕地面指は約1，300エーカーとなる. しかし，現地調査によると 家族経営で穀作農業が成立する限

界は2β00-3，000エーカーと考えられる. したがって，ここでは使宜的に経営耕地が2，000-5，000エー

カーを中規模穀作農家としそれ以上で、農業労働力を雇用する農家を大規模とした.

日J-1 大規模穀作i実家の土地所有と土地利用

1 )フィードロットに出荷する AJ.実家

サブレット rl日或の 2 マイル~Iヒに住む A農家の経営耕地は8，000エーカーあり このうちハスケル都

内で耕作する経営耕地は7，120エーカー (45クォーターセクション.以下，数値で示す)である.ハ

スケル郡以外の耕作地は隣接するグレイ郡やグラント郡に点在し，放牧地などを含めると 12，000エー

カーになる 1'1) A氏の父がこの地で農業を始めたのは1956年であり A氏は1976年に父親の後を継いだ.

ハスケル都内の耕地の所有関係についてみると，地籍 i亙に A氏と I~j記されている所有地は480エー

カー(3 )で経営耕地全体の6.6%しかない. したがって， A農家は経営耕地の大半が他人名義と

なっている借地j去といえる. このうち， A氏の兄が経営している肥育牛フィードロ y ト(キャトルエ

ンパイア)15)の土地と A氏一族の所有地が1，760エーカー (24.1%)あり，所有地と合わせると 3割と

なる.それ以外の借地が4，960エーカー (69.3%)にのぼる(第 4121 a). このことは， A農家の経営

耕地の 7害11，親族名義を含めれば 9害IJ3分が借地であることを意味する.小作料は収穫物の販売金額

の 3分の 1であり， 3分の 2をA氏が受け取る.また，種子，消毒，収穫などの必要経費の 3分の l

をA氏が， 3分の 2を地主が負担する.

穀物の収穫面積は小麦が最も広く 3，500エーカー，次いでトウモロコシが2，500エーカー，マイロが

800エーカー，休閑地が1，200エーカーである.このうちノ¥スケル郡内においては小麦がおよそ2，743

エーカー(19)， トウモロコシが2，490エーカー (20)，マイロカ'-630エーカー(3 ) ，休街地が445エー

カー(3 )である(第 4図 b). i{主獄方法別にみると，センターピボットではトウモロコシが最も広

く2，250エーカー(18) であり，次いで小麦が1，063エーカー (8.5)，マイロが188エーカー(1.5)，休

閑j也が125エーカー(1 )の合計3，625エーカーである f弘樹濯il誌では小麦が最も広く，およそ1，680

エーカー (11) であり，次し Eでトウモロコシとマイロが240エーカー(1.5ず、つ)，休i菊地が320エー

カ ー(2 )と合計2，480エーカーである.

小麦は 9月に播種(写真 7)され，翌年の 6月に収穫される. また， トウモロコシは 4月に播種さ

れて 9-10月にかけて収穫，マイロは 5月に播種されて 9月に収穫される .A農家におけるトウモロ

コシ 1エーカー当たりの収量は200ブッシェルなので， トウモロコシの収穫量はおよそ50075"ブッシェ

ルとなる.同様に，小麦の lエーカー当たりの収量は35ブッシェルなので，その収穫量は9.6万ブッ
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シェル，マイロの 1エーカー当たりの収量は100ブッシェルなので その収穫量は 8万ブッシェルで

ある. したがって，AJ貿易ミの収穫量は全体で518万ブッシェルに達する.単位面積当た!')の収量がい

ずれも郡平均値を_J二回っているとはいえ，この大規模穀作農家だけの収穫量がハスケル郡におけるグ

レーンエレベーター各社のi!?蔵量を上回っているのには驚かされる. しかしこのj実家の収穫物のほ

とんどが親戚のキャトルエンパイアに送られているので グレーンエレベーターに運ばれるのはわず

かである.ただしマイロはサブレット農協社 (SublelteCooperative ll1c.) に出荷される.作付けの

ローテーションはトウモロコシートウモロコシ-夏季休熊一小麦一小麦ー夏季休備で， ì~i. im[耕地

であっても 3年に 1)支は休!菊地にするよう自由意している.

雇用労働力は 5人であり，そのうち 4人は家族とともに離農したIEl農家に住んでおり，他の 1人は

市街地に住むヒスパニックである.収穫期にはもう l人の労働力を臨時雇用する.農業機械はトラク

ターを 5台，コンパインを 3台，その他に llxf芸用の穀物ワゴン (grainc3rt) や農薬の散布機

(sprayer) を所有する. トラク夕一にはt播番干極重{機幾 (p凶〉汁la凶aおal1η1t臼凶e印rけmう)， 条;番創4幾 ( cωclr縛ill)，I円巧2盤芸すき (ωcli玲3叶khan印 w

写真 8参!照1再宅わ) およびび、1羽耕耕手引井i十:転機 (いCU凶Itivatωorけ凋う) なとごの付付.~属言機械が1力加抗加j月I加[日:1わる!川6ω) また， コンパインは先端に1-.J

けるメIJ取機 (heacler，strip heacler) を取り替えることによって，小麦， トウモロコシ，マイロ， ダ

イズの収穫に使われる 17) これらの機械は自宅ばかりでなく 雇用者の宅地にも保管している.これ

らの農業機械はジョンデイア社製のもので，従来のものを下取りして毎年買い換えている.生産コス

トのうち，半分が人件費，残りの半分が種子，農薬，ガス代(センターピボット操業用)，農業機

械，肥料などに充てられている.

2 )コンピューター制御のBJ業家

サタンタの北西 4マイルに住む B氏は，ハスケル郡に2，400エーカー (15)，西のグラント郡に800

エーカー(5 ) ，南のセワード郡に5，200エーカー (32.5)，南西のスチーブンス郡に1，600エーカー

(10) の合計で10，000エーカーの土地を息子と経営する大規模な農家である.この農企業家にとって

郡堺はほとんど意味を持っていない.この農家は 作物別レイアウトをコンビューターで管理してい

る.すなわち， 10，000エーカーの土地でなにがどれくらい植えられているか，センターピボットの設

置されている耕地で、議政用水を必要とするか， どれくらいの経費がかかったかなどの'情報を即座に数

{産化できるソフトをイ吏用している 18)

この農家は 3代に渡ってサタンタに住んでいる. B氏の父母は1917年結婚した後，前年に購入して

いたハスケル郡の 1セクションの地に移った19) 1919年に最初の小麦を収穫したが， 1918年の秋に購

入した100頭の黒毛アンガス種の大半を翌年 4月のブリザードでなくすなど苦難を体験した. 1954年

に父は亡くなったが，母は1.999年現在102歳で、サタンタの病院で過ごしている.息子のB氏によると

母は高齢で、あるが3世紀に渡って生きるのではないかと楽しみにしていた20) B氏はカンザスナH立大

学(マンハッタン)を卒業して1.956年に農業に従事し，経営面積を1.，200エーカーから5，000エーカー

に拡大した (McClure，1988). また， B氏の息子21)もカンザス大学を1978年に卒業し， B氏と 2人

で規模を拡大し， )レーニ-農企業社 (RooneyAgribusiness 1nc.) を組織した.

B農家は宅地の敷地内に旧式ではあるが50，000ブッシェル貯蔵のグレーンエレベーターを所有して
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いるので、農業が穀作を中心に行われてきたことがわかる.栽培している作物は小麦， トウモロコシ，

ダイズである. ダイズはトウモロコシと!万l1st 4月にtffif重されて 10月に11文穫される. 1乍付けのロー

テーションは，小麦-夏季休I~~J- トウモロコシーダイズという方式であり，豆科作物を入れるこ

とによって地力の維持を図っている.また これらとは別に休耕伝:全地として CRPに登録した土地

が540エーカーある. CI<Pの土地は10年前に麦{隔が低迷していたH寺，安定した11文入を見越して登録し

たものである~~)

借地は親戚関係からの土地が中心で、ある.ハスケルtil~南部で] J，OOO~j~の肉 m~1二を飼育するサタンタ

フィードロットを経営していた従兄は，フィードロットをキャトルエンパイアに売却し現在ウイチ

タ市に住んでいるお)この従兄の牧場 (Rooneyranch lnc.) が所有している借地には小作料として収

入の 3分の lをー支担、っている. また アイオワナHのス-1'11に)苦往するヴァージニアランチのゴ二地に対し

ては，売 i二高の 4 分の 3 を得る代わりに農薬や肥料などの必要経費をルーニー農企業主I~が支払っている.

国-2 1=1=lj:R.模穀作農家の土地所有と土地手IJ)~~ 

1 )伝統的穀作経営の C農家

サブレット市南東 6マイルに住むC氏はι720エーカー (29.5) を経営する中堅の穀作農家である.

彼の先祖がこの地に来たのは1927年で， c氏で 4代目となる.経営面積のうち所有地は480エーカー

( 3 )のみで，それ以外は借地である.借地料は，おおむね収穫高の 3分の 1であるが，何軒かとは

4分の lで契約している.毎年の契約内容については， 6月中旬から -1ご旬にかけて，地主と電話で相

談し再確認している.地主は11名いるが 半数以上はカリフォルニア州や東海岸なとごの大都市に住

み，カンザスナH内に住むものは 5人，サブレットに住むのは 1人だけである(第 51豆Ia) . 

栽培作物はトウモロコシと小麦が主体であり，それに加えてマイロとえん麦が若干ある.このうち

トウモロコシは2β80エーカー(18)，ノト麦は1，600エーカー(10)，残りはマイロとえん麦に利用され

ている(第 5図 b).既設備からみると 半数以上の2，000エーカーにセンターピボ y トが設置され

ており， 320エーカーが畝開港政 姥 1')の2.400エーカーは非濯政耕地である.収穫されたトウモロコ

シの 9割と小麦はすべてサブレ y ト農協社に出荷している.

この農家について特筆すべきことは， トウモロコシの収穫跡地にメIj跡放牧し，また， 9月に橘種し

て若葉が1'13びた小麦):11lにも牛を放牧(小麦):lJl放牧) している点にある(写真 9・10). この農家は105

マイル離れたコロラド州カイオワ郡に2，500エーカー(16) の放牧地を月?有している.この牧j~誌では

100頭の母:牛と当歳牛250頭が飼育されている.この牧場で飼育されていた250頭の牛と購入した当歳

牛を合わせ500-700m~の牛を 10月から 3 月中旬までの問トウモロコシの収穫跡地や小麦畑に放牧

し:2<1)春に放牧牛の大半はサタンタの西にあるミラーフィードヤードに販売し 一部はコロラドの牧

場に移送する. トウモロコシの10%もミラーフィードヤードに販売するので 両者の約三は深いといえ

よう.小麦畑放牧は，カンザスナトJrさj半部で1925年頃から行われてきた伝統的な農法であり，小麦の11又

量に影響することなく，耕地の地力回復にも効呆がある (Sv./ansonand Anderson， 1951 宮崎， 1984.). 

所有している農業機械はトラクターが 5台，コンパイン 2台(うちひとつはジョンデイア社からの
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第 5図 ハスケ jレ郡における C民家のj地所有と土地平Ij)eF] (1999年)

(現地調査による)

リース)， トラック 5台，その他，条;番機や刈取機などの様々な付属機織である.このうちトラク

ターとコンパインはジョンデイア社製のもので，前者は200~225}~力，後者は220~275馬力と大型で

ある. また，条橋機の'IJ~ は36~42 フィート，メIJ取機の'IJ~ は 15~22 フィートと広い.労働力は常勤労働

者を 1人雇っているが， トウモロコシの収穫期にはさらに 2~3 人の男性を雇っているというお)

2 )畝 11~J瀧淑の D農家

サブレット市のi?(，J1マイルに住むD農家は，世祐二主，妻，大学生の娘，高校生の怠子の 4人家族で

ある. D氏の祖先はドイツ系メノナイトであり，妻はアイルランドからの移民の 4代目である.彼は

20~25年ほど前にこの地にやってきて，農業を始めた.その前はガーデンシティで建設関係の仕事を

していた.この農家の敷地と母屋の間取りを示したのが第 6密である.敷地(farmstead) の北と南

は1¥方j武林に1mまれているが，東西はFtt-lかれている.敷地の菌積は約28β00平方ヤード (23，400平方

メートル)である.敷地には母屋と農業機械を納めるがi屋があり，庭は付属機械の誼き場である.母

屋はトルネードの多いこの地域の特色を反映し総地下室 (basement) もついている.母屋の総面積

は4，800平方フィート (135坪)と大きく， 1]年前にD氏自身で建てたものである. 1階は主寝室とオ

フィス，客室，キッチン，ダイニング， リビングルームからなる.主寝室には洗面所とパスタブのあ

る浴室，およびクローゼットが付属しており，オフィスにはコンビューターが設置されている.地下

室には娘と息子の寝室および家族の団らん室，娯楽室からなる.娯楽室にはビリヤード用のプール台

が置いである.

D農家の経営する面積は3，200エーカー (20) である.その内訳は小麦が1，318エーカー，ダイズが

505エーカー， トウモロコシが1，119エーカーである.経営耕地3，200エーカーのうち，所有地は160

エーカー(1 )にすぎず，残りはすべて借地である.借地で耕作した作物の売上げに対する D農家の
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第 6図 ハスケルj郊における D民家の敷地とII):J主 (1999{I'.)

(J凡j也市月五による)

取分は，契約する地主によって80% (5分の 4)から67% (3分の 2)まで様々である(第 7密). 

D農家が桂子などの必要経費をすべて支払う場合が80%で，必要経費を折半する場合，その割合に応

じて72%と67%となる. 1998年度における D農家の売上げは約9]万ドルであり，そのうち25%が小作
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第 7図 ノ、スケル ~;Ij における D農家の土地所有と収穫物の取分割合(1999il二)

u見地訴!去による)

料だった. D 農家はセンターピボット濯慨を一切行っておらず，すべて畝間濯淑である.これはセン

ターピボットによる円形耕地では利用できない角地をすべて利用できることを意味する.特定のi論イ'1"

体系はなく，平坦な農地ではトウモロコシを15年関連作しているという.

作物の取引先はグレーンエレベーターがiヤ心である.小麦はハスケル郡穀物社 (HaskellCounty 

Grain， lnc.) とサブレ yト農協社に半分ずつ出荷し，ダイズはすべてサブレット農協社に出持してい

る. トウモロコシもすべてグレーンエレベーターに出荷している. 1990年ころまでオールドサンタ

フェフィーダーズに穀物を販売していたが，乾燥度が不十分などと低価格で取引された苦い経験か

ら，フィードロ y トとは取引をしていない.M述のC農家と伺様， 4 ~ 5年前まで肉牛を飼育してい

た. 300~500ポンド(l36~227kg) の牛を 50頭ほど寅って600~700ポンドまで肥育し，セ 1) 市で売っ

ていた.この時にはミード郡とコマンチ郡に所有していた640エーカー(4 )， 320エーカー(2 )の

草地を利用していたが， !:j二の腿育を止めた現在，その土地を 1エーカー当たり 10ドルで貸している.

所有する農業機械はトラクターを 4台，コンパインを 1台， トラ y クを 3合，播種機その他の付属

機器を20~30台所有している.農業機械は 8 ~10年で売却し，新品を購入しているという 26) なお，

ジョンデイア社製の8400型のトラクター (225馬力)は11.7万ドル，同じく 9600型のコンパイン (275

馬力)は17.675ドル，コンパインの先につける刈取機は約 4万ドルである.

3 )兼業のE農家

サブレット市の 6マイル東に住む位置する E氏の祖父は1926年にハスケル郡へ移ってきて，北東部

に定着した.現在，世帝主 (64歳 入 妻 (61歳)，一人!言、子 (25歳)の 3人家族である. E氏は35年間

薬剤散布飛行機のパイロットを，妻は元高校の教師で，現在も非常勤講師を務めている.恵子はコ
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将来の農業後継者である.ミュニティカレッジを卒業し，

それで，( 4 ) このうち所有地は640エーカーである.(18) 彼らの経営する面積は2，880エーカー

近隣のln~ に住んでいる者からカリフォルニア州やオハイ借地の所有者は，以外はすべて借地である.

かなり広域におよんでいる.借地に関する収入および経費はすべて 2対 lで配分され， ~91: オナ1'1まで，

これらとは加に安の出身地の近くオクラホマ州に800また，作者が収穫高の 3分の 2を受け取る.

雨の多い年には小麦を栽J1~:ーする.を所有しており，( 5 ) エーカー

そのうち約半分がセンターピボ y トir;ifil互による主な作物のうち，小麦のJIY.1'盤面積は365エーカー，

一部はノ、ッチンソンにあるカこれらのほとんどはサブレット農協社へ出荷しているが，ものである

そのすべてが非濯政マイロのJI対菱商積は160エーカー，ンザスホワイト小麦協会へも出荷している.

マイロと205エーカーの夕、、耕地で，小麦-休閑ーマイロという 3年 2作の輪作体系を採っている.

そのトウモロコシの{乍{、lけは約1，300エーカーだ均三イズはすべてサブレ y ト農協社へ出荷される.

センターピボ y トの角i也は休閑地となっ(第 81i?:1) . ほとんどはセンターピボット濯J肢がl中心で、ある

3年前よりまた，この農家では小麦-休l~tJ の 2 年]作として利用している.ていることカf多いカ三

遺伝子組替桂子I3Tコーンを導入した.収穫されたトウモロコシの 3分の lは近隣のフィードロット

へ，残りの4<1%がサブレ y ト農協社へ，キャトルエンパイア)オールド→ナンタフェ，(サブレット，

以前はJ60エーカーの土地を Cl"¥P指定地としている.また，22%がノ、スケル郡穀物社へ出荷される

200~300頭の牛を飼育した経験もあるが 現在は行っていない.

メIJ取機を 3

1999il三初夏に発生した電で、大きな被害を受

条播機を 2台，トラックを 4台，

円盤すき，羽1:転機， i番種機を所有している.

コンパインを l台，農業機械はトラクターを 3台，

その他，
i戸、
i二1，
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しかし農繁期けたため多くの農業機械を新調せざるを得なかった.作業は基本的に家族のみで行う.

夏には近!捺に住む高校生を雇うこともある.収穫また，には親!成や引退した人を 5-6人雇用する.

トウモロコシが 1か月半である.収穫期にはエレベーターのM・に多くにかかる日数は小麦が l週間，

41時間以ヒも{寺たなくてはならないこともあったという 27)のトラックが並ぶため，

都市居住穀作農家の土地所有と土地帯IJJ'Flll]-3 

1 )収穫を委託する非如実家

1973年からハスケル郡のパーマーかつて干草販売をしていたが，サブレット市街に住むF氏は，

農業を行うよ1984it三に彼から借地とビジネスを引き継ぎ，j禁場で、農業労働者として11i:1=-fill脅し 3た結果，

うになった.娘は 2人ともすでに結婚しているので，現在は妻と 2人暮らしである.

である.作付けはノト麦・マイロ・休閑地に 3分割(31) F氏の経営する農地は合言-1'4，960エーカー

今年度初めて休潟地にトウモロコシを160エーカーとヒマワリを280エーカーずつ試!検栽培してされ，

のみ、、
i''

1
i
 

J
'
a
B

、、
このうち所有地は160エーカー

髄彊所有地
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で，他はすべて借地である.現在10人の地主から-土地を借りているが，所有者はカンザスナ竹内からア

リゾナ，テキサス， ミネソタナト!なと¥広域的に点在している.地主の取 V)分は収獲高の 3分の lであ

るが，その!民 JJ~rl一殺虫剤・除草剤費の 3 分の l を地主が支払う.地主とは毎年電話で、:連絡し，必

安書を郵送してサインさせるだけで取引は終了する.

この4，960エーカーのj長地が経営者自身と 1人のパートタイム労働者だけ'で 11]'能なのは J収i戊文対4稚装をi収i良文

穫五話記詰i;吉!Jt負三毛!会全科社!上: (いcl川i山只叫tω0111 ha山t乳川訂1リ11"γ川喝

ス州カイオオ-ワ右却郡iじ;を;拠也j点点5主;に， 4台のコンパインと 5台のトラックを伴ってハスケルBliへやってくる.彼

らには収穫に捺して iエーカー当たりはドルの収穫料，エレベーターへの輸送費が 1ブッシェル当

たり 13セント，さらにエレベーターに収容できない}劫合の輸送手当として 17' "Jシェル当たり 13セン

ト支払う.この会社と向氏はもう 6年間収穫委託契約を結んでいる.なお この収穫会社はオクラホ

マからカンザス，コロラド，サウス夕、コタ州という )11知子;でIITI1')， JI又楼歩合を稼いでいるという 28)

所有している農業機械は， トラクターが 2台とトラックが 1台(]60ブ yシェル収容， トラクター

の移動にも{吏m)，プランターや小さなiJ属機器が少々である.し寸ゴれの農業機械も;最新式で、はない

が，必要に応じて農業機械はジョンディア社から借りている.なお，収穫物の 3分の 2をサブレット

農iおに，践りの 3 分の l をハスケル ~~I)穀物社に出荷している.

2 )引退した!日農家

所有地をまったくもたない佑二i也農ーだったG氏はJ980年に引退し，サブレ y ト司:jfおに住むようになっ

た.現在80才の主人はかつて農業専業で、あり，姿は学校の教JilIiであった. G氏の 2人の娘は現在， ミ

シガン州とカンザス州のローレンスに住んでいる. G氏が借りていた土地は現在，都内のギレン農j坊

とクレイスチューバー農場によって耕作されている.

G氏は1952年から耕地2，560エーカー(15) を大地主パーピー氏2り)から措りて乾燥農法をはじめ

た.小作料は収穫物の 3分の lであった.当時の収穫はトラクターで牢引するコンパインを使用し

た.冬のブリザートや初衰の電は恐ろしく，作物が全滅したこともあった.その年には農業保険の損

害保障金が11);(.入になったという. J 956年には井戸を掘り 160エーカーの耕地の濯政をはじめた.当時

のポンプは l分当たり 50ガロンずつ坂水するものだった.ゴドira&ifJH0j:地では小麦-休I~~- マイロの lliお

{乍体系を組み，縞状報j::l世としていたが廷を契機にトウモロコシとダイズをI営やした. これはす度

フィードロ y トの勃興期だったため，近くのオールドサンタフェフィーダーズと同系のエスバーラン

チフィーダーズに販売した. しかし，フィードロットとの取引は，穀物の乾燥度が悪いと低価格取引

を百円、られたので農協系のグレーンエレベーターに出荷するようになった. また，秋には150頭の牛

を購入し，小麦):1lIに放牧したり，マイロのサイレージで飼育した.主|二は 4月初旬にガーデンシティー

で開催される牛1'11で販売した.牛のiEi栓はヘレフォード，黒毛アンガス，ショートホーンとその雑種

であった30)

一方，サタンタに住む引退した日氏は， 960エーカーの土地を所有しているので，それを知り合い

の農家に貸している. 9年前に引退するまで800エーカーの土地を告りて合計1.760エーカーの土地で、

小麦， トウモロコシ，マイロを栽培していた.子供の]人がホームステ y ドの地に住んで、いるが，農
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業をしていないため，上記960エーカーを貸地しているのである.彼の取り分は土地によって異なる

が，平均すれば 3分の 1であるという :11) このように 引退しでも土地を持ち続けていれば借地料が

手に入るのである.

自-4 穀作農業経営の特徴

ここで，ハスケル!gl~における農家の事例から，現在の小麦地帝における穀作経営の特徴をまとめて

みよう.まず，経営耕地であるが，大規模なJ実家では8，000エーカー，平均的な農家でも 2，000-5，000

エーカーもの土地を耕作している(第 l表).いずれのj是家も経営耕地に占める所有地はわずかであ

り，ほとんどが不在地主からの借地である.かつては不在地主による耕作も盛んだったが，現在の穀

物栽培は都内に居住する借地農によって支えられているといえる.

借地では，耕作者が売上の 7-8割を取得し，残りを小作料として地主に支払う.地主の多くはカ

リフォルニアやワシントンといった遠方の州や，カンザスナH内でもウィチタ，ローレンス，カンザス

シティといった東部の大都市に居住している.これら不在地主の両親や祖父母はかつてハスケル郡や

その近隣に住んでいたが，その子供らは遠方に移住しでも土地を手放さなかったのである.耕作者は

不在地主と顔を合わせることもなく，契約交渉は電話と手紙で済まされる.

主な栽培作物は， ドライランドでは小麦とマイロ，濯蹴耕地ではトウモロコシ，マイロ，ダイズな

どである. しかし，小麦を多く栽培するか，センターピボ y トでトウモロコシを多く栽培するかな

ど，作物の選択は農家の方針で、大きく異なる.収穫された小麦はグレーンエレベーターに， トウモロ

コシとマイロはフィードロットとグレーンエレベーターに出荷される.かつては冬期に牛を小麦畑放

牧・メIj跡放牧する農家も多かったが，フィードロ y トの大規模化とともに減少した.

穀作農家は高価で大型の農業機械を使用する. 2，000エーカー程度の土地を耕作するためには，少

なくとも 2-3台のトラクター， 1台のコンパイン，それに 2-3台の穀物輸送用トラックが必要で

ある.収穫に際しては，コンパインの先端に小麦用， トウモロコシ用，マイロ用のメIJ取機を取り付け

第 1表 ハスケル郡における穀作農家の作物収穫面積(1999年)

農家
経営耕地面積1)

小麦 マイロ トウモロコシ {本 I~~地 その他2) 正1コ三、 三F.l
/¥5) 3，500 800 2，500 ] ，200 8，000 

B 772 632 996 2.400 

C 1.600 2800 160 ]60 4.720 

D ]，3]8 ]]]9 763 3.200 

E 365 160 1.300 545 590 2，960 

1730 1620 160 1.170 280 4960 

/¥:コンノくイン B:トラクタ- C:トラック n. データなし

1 )ハスケル都内あるいは隣接郡で経営している土地.

2 )大豆，えん麦， ヒマワ 1)，CRPなどを指す.

3 )ハスケル部内の経営耕地面積について算出した.

4) 1つ以上の'iHjを離れて経営している土地.

5) J-提家Aは1998年のデータ

借地面積 借地訓叫 遠隔地の彩i
地・牧場~)

7，200 93% 800 

1.440 60% 7600 

4.240 90% 2.500 

3，040 95% 960 

2，240 78% 800 

4，640 97% 

(単位:エーカー)

農業機械台数

A B C 
3 5 3  

n 

2 4-5 5 

4 3 

1 3 

02  1 

(現地調査による)
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る.それに， コンパインで脱穀した殺物をトラックに入れる穀物ワゴンも不 IIJ欠である.ーブJ，植え

付けでは， トラク夕一に ~i羽耕耕i~羽非JI井1:芯転;機や各{作1乍2物 j用?有?の;括番磁機.条;捕需耐1機幾を Z取i限文りイ千付-，J ける. これらのi農支禁-業機械をジヨ

ンデデ、イ ア主村社i上:の弱新i)弘11

L-二-も多いが，機械の更新やさまざまな資材の出資も多く，実i努の利主主は売上の20%前後で、あるといわ

れる.なお， i長機j主販売のジョンデイ 7tUi，サフレ y ト-rliH干の匹以出にあり，新!日:1ばかりでなく， 1:1:1 

1-i-品の交換・買取りも行われている.農業t~~lift は 1 ~30_{1三使用され，アメリカで使われなくなったも

のはメキシコなど途!二回に i愉出されている.

穀作農業経iぎの労働力は，家族 2人の経営者を主体とし，それに数人の雇用者が加わる.経営者

は，大学:を卒業してからj長業に従事した 11)，教niliを兼業するなど，高学医である.彼らはコンピュー

ターを活JIJして，取引先をとiら決定するなど，起業i切な農業経営を行っている.

N 穀物の販売とグレーンエレベーター

1¥1-1 グレーンエレベーターの発展と機能

農家で生産された小麦，マイロ， トウモロコシなどを貯蔵する施設がグレーンエレベーターで，農

村部にあるものがカント 1)ーエレベーターと呼ばれる.グレーンエレベーターの建設は鉄道の敷設と

関係が深かかった. とくに，カンザス州南西部でそのことが妥当する.

アチソン・トピーカ・サンタフェ鉄道は，アーカンザスJIIに沿っては早く敷かれたが， ダッジシ

ティからjiljのグレイ郡のモンテズマまでは1888年に数かれた (Stover，1970). それがハスケル郡ま

で延びたのは， 1912年のことだった.ハスケル1:11;には鉄道の敷設当初からサブレットとサタンタを通

る線路が敷設され， 1912年の時点でグレーンエレベーターは設立されたのである:)2) 1927年にはサブ

レットにレモン・アンド・ガーピ一社，マツコイ穀物社，サブレット農協社，セキュリティ一社およ

びケイ 7"社の 5つのグレーンエレベーターが存在した.

レモン・アンド・ガーピ一社は， 1ω93訂j王4年iド三に当i時i時寺としては大型の 9万フブoツシエルのググ、レ一ン工レベ一

夕一を建てた(仏~、\恥L

コイ，アーネスト・エリオット，ジョン・ワトソン，チャールズ・ダーニルを株主として設立され，

35万ブッシェル貯蔵の木製のグレーンエレベーターを建設した.他のグレーンエレベーターと同様，

1934 ~38年はダストポールで閉鎖したが， 1939il三に事業を再開し， 19471:1三には30万ブッシェルのコン

ク1)ート製のグレーンエレベーター(コンクリートサイロ)を建設した. 1957年にはレモン・アン

ド・ガービ一社を買収したり 2つの鉄製のグレーンエレベーター(メタルサイロ)を建設して合計

300万ブッシェルのグレーンエレベーターとなったお)

また，サブレ yト農協社の前身，協同穀物取引連合 (CooperativeGrain Oealers Union) は， 1929 

年各農家が200ドルずつ出資した86J芸家の資金源を去らに18，000ブッシェルのグレーンエレベーターを

買収して成立した.この穀物企業は農民に対ーするサービスと所得の向上のために設立されたので，戦

前穀物取引に加え，農家に対する石炭，石油，その他農業必需品のサービスを行った. 1949年にはコ

ンクリートサイロを建設し， ] 952・56・58年と付帯施設を建設した. 1974年には北エレベーターを建
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設し， 1980年にアネックスを設置したので，合計340)5ブッシェルのグレーンエレベーターとなっ

た. 1962i l三には JJ~*"I. ・その他の部 II[J はサブレ y ト郊外に移転させ， 1964年からグレーンエレベーター

の側にガソリンスタンドを設置した:~'I ) 

グレーンエレベーターのj是家へのサービス提供は それがf実村のi唯一の都市施設であったのだから

当然かもしれない.カンザス南副部に大きな勢力を有し サブレットにも J7575ブッシェルの規模を

もっリフェ穀物ネtを買収して1968年進出したコー 1)ンウッド穀物社も例外ではない.すなわち，大恐

慌の時代，同社はカソリンスタンドでガソリンが 1 ガロン 14.5セントの 11寺，ガソリン総送貨車から í~I

接農民に5.5セントで販売した.設立当初から同社は 1ブッシェル 1セントの利をモットーとしてき

た薄利多売の一例であろう.同社は他のグレーンエレベーターと同校 現在 農業機械，経子，飼

料，肥料， J業主E，ガソリン，石{[Ilの販売や1m]I!I~II の賃貸等を業としている日)

lV-2 グレーンエレベーターの集荷圏と穀物販売

ここで199821ミに調査したサブレ y トに存在するグレーンエレベーターの取引量と販売先を示したも

のが第 2表である. 1998年現在でハスケル君!日こは 5つのグレーンエレベータ一社が存在しており，そ

のうちの 4つはサブレットに位置する.

サブレットにおけるグレーンエレベーターの穀物集痔留は，ほとんどがノ 1スケル郡内であるが，一

部周辺の1:mからも集められており，距離にしておよそ25マイル内の範簡で、ある.取引する農家数は企

業によっても異なるが，最ノトのものでマ yコイ穀物社のハスケル郡の70戸，最多のものでコーリン

ウ y ド穀物社の400戸で、ある(第 2表).個々の企業による特定の取引農家はあまり存在せず，農家の

慎IJからみるとグレーンエレベーターの空き具合で販売先が決められていることもある. また各地に分

布するコーリンウッド穀物社i司ゴ二で、も，奪三荷のテリトリーはi珂1i在にi夫められていないので，他地j或の

コー 1)ンウッド穀物社と集荷!歪iが重複することもある.

取り扱われている作物はトウモロコシが最も多く，ほとんどがフィードロ y ト会社に販売される.

トウモロコシを生産する農家は，消費者であるフィードロ y トに直売したり，穀物会社に販売したり

する.穀物会社に販売されたトウモロコシは，後日間じくフィードロ y ト会社に販売される.この場

合の穀物エレベーターは，生産j是ー家とフィードロット会社の中継的な役割をもっているといえる.ハ

第 2表 ノ、スケル 'H日におけるグレーンエレベータ -~IJ穀物集荷量と販売先(J998{1三)

企業名
操業年 !l'I'記長:量

穀物袋詰討をいiif立 1.000ブッシェル) ll~ GI 
I.Uii!f先

トウモロコシ 小麦 マイロ 大豆その他合計農家数1I

SlIbleLLe Co.op 1929 3.391 2700 1.700 300 100 IJO 4.840 130-140 A FCgCn 0 

Colling¥、'oodG rai n lnc 1968 3.000 2β00-3.000 1-100 50-100 50 3.250 300-1J00 A F 

McCoy Grain lnじ 1925 1.700 1500 600 100 2.200 70 .A FCgCn 0 

Haskell COllnly Inc 1956 1.685 1.000 900 600-700 2.600 270 A FCg 

Slanla Co.op 1929 2.500 2000 1000 280 99 3200 n. 1¥ FCg 

A : Al)iVI F フィードロット Cg カーギル Cn コンチネンタル・グレーン 0 その他の穀物企業 n データなし

1) lJ:(GII:持活ミ数は，ハスケル部外の農家を含む.

2) Salanta Co.opは1999:q三のデータ (JJi地調査による)
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スケル以外にもグラント， グレイ，フィニー， ミードなどの郡へ送られているほか，オクラホマナ1'1や

テキサス'1+1のフィードロ y ト会社へ送られているケースもある.

小麦は 2番目に多く取り扱われているが， 1ì訓告の変動がiJJ~ しいため，取扱量は年によって異なる.

基本的にはより大きな穀物企業(カーギル社 Cargillinc， コンチネンタル社3G!ConlinentalGrain inc， 

フアームランド社 Farll1lanclInc!uslry， j\ D!Vl 社など)に;坂売され，ぎ，~%，に利用されたり ili命出された

りするが，値 1'-がりしたj;結合には飼料に使わiしている.近年の小麦{illi格は値トがり傾向にあり， さら

にj也i、水産政による作付けでは赤字経営になってしまうため，少ない降水量でも生産 11]"能なlI更質小麦

を模索している. ダイズとヒマワリはれI!の生産に):甘いられ，マイロはトウモロコシと同線にfi引斗用に

不IJ)ニ11されている.

Jj又穫された穀物をftJ:践するグレーンエレベーターは，近年コンパインの性能がliTLI二したことによっ

て収容量が追いつかない場合もあり，その!尽には付近の空地に野積みにされる.日Fj'積みは降雨などで

収穫した作物が)寓ることもあるため，あまり好ましい選択ではない.各社とも新しいエレベーターを

設置したいと考えているが，設備投資の資金が高くつくので，企業によっては平屋の!!?.蔵庫やグレー

ンピンを fji:設している.

V むすび

ハスケル郡ではホームステッダーの入植.iiJ!t炭，が繰り返された. これは よヒ!ji文的雨に]まま jした:年と

皐魁年がj習期的にくり返されたためである.ハスケル郡では平魁はJ893-97::'三， ]913-17年， 1934-

39年のダストボールおよび1952-56年というように，約20年の周期で訪れた. しかし， J 950年代末か

ら1960年代前半にかけて地ー卜オ(i産政ブームの結果，皐魁は回避されるようになった. オガガ、ララザ

σの)1地也-下!ドご水を;揚湯オ水丈する j討~1必iむiri段防{幻u農支努業ミカがf苦普-及したのは， ハスケル1~~が王子j旦地で農地を平jji化することなく IÎ抗日号

iWifil誌が可能だったからである.一方， J 970年代末までに北部のサンドヒルズに眼られていたセンター

ピボ y ト港政も 1980年代には中南部の平坦地まで普及した足農業の普及は，ハスケル郡の農産物

を乾燥農法に依存した小麦・マイロからトウモロコシ・小麦・マイロ・ダイズに変えた.

穀物栽培農家は，小麦ばかりでなく トウモロコシ，マイロを栽培している.大規模な農家は

8，000エーカー以上を耕作し，平均的なJ実家でも2，000-5，000エーカーを耕:作している.彼らの多くは

父親の後を継ぐとしても，一度は他の職業から農業に復職したものといえる.彼らはトラクターやコ

ンパインなとごの大型機械を駆使し，新規の桂子の;番栓を試みたりしている.つまり，起業的精神を

もった農業経営者なのである.

しかも，これら穀作農業は借地農によって行われているのである.すなわち 経営耕地の大部分は

借地であり，借地率は大規模になるにつれて多くなる.借地の割合は平均でも80%を越える.借地は

父親，母栽など親族のものもあるが，かつてハスケル郡に居住し，農耕していた人たちの子孫からの

ものが多い.彼らの多くはワシントン州やカリフォルニアナト!などの西海岸をはじめ，南部のダラス，

カンザスナトiのトピーカやウィチタなとと大都市の居住者で、ある.穀fF:農家はこれら不在地主と電話で契

約を更新する.小作料は収穫高から桂子，農薬，燃料，収穫経費などの必姿経費を差しヲiし3た純11又入
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の 3分の 1を支払うのが借地の条科二であり，いわば分益小作といえる.この小作率は必要経費を折半

する割合によって変化する.かつてハスケル郡には平魁で隊長した農地を購入し，カンザスの硬貨小

麦の産地として干重砕きと JI又穫の II~J~ のみハスケル ~lli を訪れるスーツケースファーマーカf存在したが， J克

在の穀作農家はいわば不在地主の将1:j生を経営することによって成立している商業主:1借地農といえよう.

す:支{乍農家の多くはトルネードを避けてベースメント(総地ト室)のある住宅に居住する.農家には

機械倉庫があるのみで，農家所有のグレーンピンを備えているものは少ない.それは300万ブッシェ

ルを越えるn'J:jj哉能力を有する巨ブミグレーンエレベーターがサブレ y トに 4社 サタンタに 1t士など存

在するからである.穀作農家は生産物のうち，小麦はグレーンエレベーターに販売するが， トウモロ

コトシ，マイロはフィードロットに産売することも多い.ハスケル 1:iI~ (こは 30.000~1~[以上を肥育する

フィード口 y トが 5tl=あり，南部のオクラホマ テキサスパンハンドル地方も 4 大フィードロ y ト地

;市であるので，飼料作物を契約で販売することが11]"去をなのである. したがって，穀作農家はトウモロ

コシ，マイロの残りをグレーンエレベーター各社に販売することになる. グレーンエレベーターは集

荷した穀物のうち，小麦，ダイズ，ヒマワリはカーギル コンチネンタル ファームランド， ADivl 

など穀物メジャーや泊料会社に販売するが， トウモロコシとマイロは穀物農家同様，近隣やオクラホ

マナ1'1，テキサス).1'1ノfンハンドル地域のフィードロ y トに販売する.農家からフィードロットへの直売

があっても，収穫期にはエレベーターに収容できず トウモロコシがWf積みされる場合もある.この

ことは，この地域が一大穀物農業地域で、あることを印象づけるものである

本杭は文部省の手1.~.t1iJf究官補助金問際学術研究「アメリカ k'I7.Jji~ オガララ;;背水 j対地j戒における j産税化の進展と

持絞(1な環tti1'ljIIJ J (代表矢ケ u荷~I!.I在: No.09041060) の 環として1998・1999年に行った，1mJfEに悲づいたものであ

る.また，現地調査の 部に法盤{計究B (代表 斎藤 功:No.l J480015) のー部を使Jj:Jした.資料収集に探して

は多忙な11寺!日]を告IJV 、て，私どもに ij~tかく対応してくれた農業法良背及所， グレーンエレベーター各社，穀物裁培

農家に感謝したい.

1 )メノナイトは1870年代にハイプレーンズに移住し

た i皮らカfもたらしたトルコ在むこよってカンザス州

の小麦栽培は大きく拡大した(rvliner，1998) 

2 )タウンシップは]マイル(1.6k111) 1)11方のセク

ションが36正方形に集まって構成される. したがっ

て， 16タウンシップからなるハスケル郡は一辺が24

マイル (38.4kl11)のIL!:I角形となる

3 )カンザスシティーからニューメキシコ什iのサンタ

フェへの臨業路は，サンタフェトレイルと呼ばれて

し、た.サンタフェトレイルはアーカンザス)11に沿っ

ていたが，ダッジシティのi'!1iのインガルスから三角

形を直線で結ぶ近道は，シマロン脇往還 (Cimarron

Cut-Off)と 11乎ばれた.ハスケル郡のほぼ1:1サミ，オー

ルドサンタフェフィーダーズ社のある場所にかつて

、王

サンタフェのII!Tが存在したが，鉄道がi布告;を通った

のでサンタフェの住氏はサブレットやサタンタに

移った.

4 )サブレットは，ハンターなどで暮らしたマウンテ

インマンの名前にIElみ，サタンタはインデイアンの

酋長 rl~1 し\馬」に国んだ名ïìíjで、ある.官官役所はサブ

レットにある

5 )雨は型についてくる“I<ainfollows the plow" と

いう著者 Clark.1<. (1996) は，ネプラスカナ1-1に入

植したホームステッダーの{本験を祖父母の日記等を

参照して1910年に復元したものである

6 )ヒューズによれば，スーツケースファーマーは，

不在地主，非居住農業者および彼らによるj長業と同

義語であるという (Hewes，1973)_ 彼によるとハ
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スケル郡の不在地主の農地所有率は1933ij三の27%か

ら1954年の17%，1960年の 8出へと減少してきた.

なお，彼のいうスーツケースファーマーは隣接{~í の

不在地主も含まれていた‘

7 )往年のワトキンス農場は， 1982年JIll縁のロパー

ト・フォーロット氏によって経営され， 16クウォー

ター (2 ，560エーカー)を月?有していたカ~， 1.245 

エーカーの小麦を栽培したにすぎなかったという

(McClure， 1988) 

8) ウォスターによれば，マツコイ穀物社 (McCoy

Grain Company)， コーリンウ y ド穀物社

(Collingwood Grain CompanyJ なとごが大規模な土

地をハスケル郡に所有していたという (Worster，

1979) . 

9 )半径400mの円 形センターピボットを 1っと数

え，半径800mの大内は 4と数えた.

10) クォーターセクションは 1セクション (640エー

カー)の 4分の 1，つまりホームステッド法に基づ

く160エーカーを意味する.この地域ではクォー

ターセクションが土地の揺積や取引単位として現在

でも使われている

11) カンザス州南西部の年降水量は， 1930年代の平均

が約15インチ， 1940-何年の平均が約23インチで

あった (Goebelet aL、1948).また， 1950-54年の

平均は約17インチであった (Climate Diagnostic 

Centerの資料による)

12) 1985年には，余剰耕地での耕作抑制と環境保全を

目的として保全保留計画 (CRP: Conservation 

Reserve Program) 法案が制定された.

]3) BTコーンは，実を食べる筈虫の5まになる Btとい

うタンパク質を作り出す遺伝子を組み込んだトウモ

ロコシである.米環境保護局 (EI<Iコ)は2000年 1J~j 

14日， BTコーンの栽塔をflJlJI浪する法案を提出し

た.それは BTコーンを栽培する場合，普通トウモ

ロコシの緩読者?を設けるというもので， BTコーン

の栽培面積を50-80%に納めるというものである

14) A (レックス・ブラウン)氏夫妻からの開き取り

による (1998年 8月4・51ヨ)

15) 1998年時点において， A氏の兄(ポール・ブラウ

ン氏)の経営するフィードロットは，キャトルエン

パイア 1 (22，000頭肥育)，キャトルエンパイア E

(55.000) ，キャトルエン;'iイア盟 (13，500) の 3か

所で合計90，500頭を肥育する.

16)矯種機はトウモロコシ，マイロ，ダイズj有で，条

播機は小麦の播援にも使用される

17) メIJ取機のうちヘッダーはトウモロコシを根本から

メIJり取るもので，回転式のストリップヘッダーは小

麦，マイ iコ，ダイズをメIjlJ取るものである.

18) これはインデイアナナHノ¥ミルトンのファームワー

クスソフトウェア一社 (FarmWorks Software) の

もので， J.提場管J:!1lの基本ソフトが1.000ドル， JI文楼

高や売上げ金をシミュレートする付属、ノフトが250

-750ドルである.いずれも汎JlJコンピュータ一仁

で作動するものである

19) B氏の父母: (ノ¥1)ー・ノ什、 1)ック・ルーニーとマ

ルガリータ・アリス氏)はアイルランド系の移民の

子ーとして， カンザスナ1'1:1 ヒ ïJg部で~J::.まれた.

20) B (アーチー・ jレーニー)氏からの1mき取りによ

る(l999ij三7月221:1) 

21) コンピューターによる迷 I~高操作の農場管理は B氏

の恵子(ウィリアム・ルーニ一氏)によって1998年

に導入された.

22) Cl<Pに指定された土地には政府:が現在 1エーカー

当たり年 liNJ約 40 ドルの休~UI:補償金を支払っている

つまり農家にとっては収入となる.

23) B氏の従兄チラー・ル一二一氏がサタンタフイー

ドロットを経営していた時には， 1 1ゴ当たり 3，000

ブッシェルのトウモロコシカ~ììlí資されたという

24) 1999{f.12月181-]に訪れた際には，子牛は 3T:r=に分

かれ， 1群は小麦畑に， 2 ~洋はトウモロコシ 1111 とマ

イロ1111に放牧されていた.当然ながら，メIJ跡放牧や

小麦士1lI1jy:4文だ、けで、は放牧!I二の飼料不足であるため，

自宅に付属して給餌施設も設置されている

25) C (スティーブ・ハマー)氏からのIj号き取りによ

る (1999{1三7FJ 22 H). 

26) D (エドワード・ウィズウエル)氏からのI¥'IJき取

りによる(1999:(1三7FJ 22 1:1) 

27) E (マイケル・シャーウッド)氏からの開き取り

による (1999年 7J=J 22 EI ). 

28) F (ジョン・フェニックス)氏からの開き取りに

よる (1999年 7月241:1). 

29) パーピ一氏の息子のトンプソン氏は後に USス

チール社の CEOとなった人だが，年に 1J支はカリ

フォルニアから当地に訪れたという.

30) G (イーサン・コーケンブッシュ)氏からの聞き

取りによる (1999{1三7月2413). 

31) H (エドウィン・ウィーク)氏からの開き取りに

よる (1999{f7月23日)

32) 1920年代のサブレツトの写真には 5つのエレベー

ター会社が載っている (McClure，1988) 

33) マツコイ穀物祉の経営部長ピリー・ジョーブ氏か

らの聞き 11)(りによる (1998:'IF-8月41:1) 

34) サブレット農協社の総合賛任者ピル・マイナ一氏

およびジェームズ・アクステル氏からの開き取りに



よる (J99811:.8) J 3 H，および199911二 7JJ 2211 ) 

35) コー 1)ンウッド殺物社のサブレ y トエレベーター

のl'l"tr:{;.ローレンス・パクシャ続'[:;i;部長からの1mき

ll¥!.りによる (19981，1:8 ) J 4 11). なお， 18901，1:.，プ

リテイプレー 1)ーでi没ιされたコー 1)ンウッド手引却

社は，その、'illぷ;立ιされたグレーンエレベーターで

なかで llíí~ .残在しているものである. しかも， 100 

123 

年近くカンサゴスナj.II)4吉1;のイi)) な殺物会主iであった

が， 19781，ドADivl:tl:によってl'iJIXされ]見合:その傘

下にある. ADM :tl: など殺物メジャーの出~IIIJ につい

ては別抗に譲りたい.

36) 199911:.7 JJにコンチネンタル社はカーギル社にn
JIXされた
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Developn1ent of Grain Farn1ing and Tenant Farn1ers 

in Haskell County， Southwest Kansas 

Isao SAITO. Talくaaki NIHEI ancl Taγo FUTAMURA 

iくansas.ofLen called ¥へ!heatSLaLe， is one o[ Lhe leadin日 states [01'どrain ancl livestock 

procluction in thc UniLed Stales. Given thc cxtensive lancl ancl machinery use， their [armin只 is

unclersLoocl as lar只cscale. and mechanized farmin丸 Howeveγ，the realities of立rainfarmin日ancl

winter-¥vheat re日ionsare little known for japanesc. This paper aims to examine the c1evelopmenL 

process of 父rain [arminど in Haskell County of souLhwest Kansas， focusin日 on incliviclual 

farl11er's farl11 l11ana只emcnlancl local agribusiness cOl11panies. J-Iaskell County is Lhe leacling 

COI・nproclllcer o[ 1くansasancl is a typical rll ral coun ty of the Hi父hPlains 

Although caUle ¥vere grazed in the open range [rol11 the llliclclle o[ the 19th cenLury， 

hOlllesteaclers be昨日1 to settle i n Lhe 1880s. HO¥ヘfever， 'vvilh the little precipitation that varied 

froJll one yeal命 toanother， manγ[armers facecl difficulty in farming in this re日ion.They ¥へ'ere

o[ten forcccl to move elsewhere. Such out ancl in-migration cycles continuecl until the 1930s， 

ancl this re只ionwas consiclcrecl one o[ the mosL unstable rural areas in the Unitecl SLates 

Development of [armin日 systemsancl Lechnolo只yconLributecl Lo stabilizeγural populalion 

ancl a只riculturalproduction. The dry [arminど wasintroclucecl a[ter Dust I3mvl in the 1930s in 

order Lo prevent soil erosion and to utilize scarce precipiLation ef[ectively. ¥ヘ1ith the exploitation 

of 0日allala Aquifer and c1if[usion o[ [urrow irrigation in the 1950s， a立ricultural prodllction 

increasccl rapiclly. Center pivot irri日ation systeJ11s acceleratecl this trencl a[ter the 1980s 

lヘiheaLwas [ormerly the leaclin立 cropproclucecl in l-Iaskell County， but the harvestin立 o[corn 

surpassed wheaL in reccnl years due to the acloption of irrigation farmin三

Grain farmers in Haskell Counly lllay be cliviclecl into three groups: lal喝gefarmers wl10 

cullivatc J1lorc lhan 5，000 acres (2，000ha)， Jlleclium-sizc [armers who cllltivate 2，000-5，000 

acres (800-2，000ha)， ancl sll1all [arll1el喝swho cullivate less than 2，000 acres. A consiclerable 

proportion of lancl is ownecl by absentee lancllorcls， ll1ainly out-of-state resiclents宅 from¥vhom 

[arll1ers renL the lancl ancl maintain [arm mana只ement.Tenant立rainfarmers are well eclllcated， 

who have their o¥¥'n strale只vin farm Jllana只eJllenL. Major harvestecl crops are corn， v:vheat， 

milo， ancl soybeans. SOJlle [armers practice traclitional grazin立 cattleon wheat ancl stubble， 

while others aclopt cllstom harvestin日

Farmers sell harvestecl crops lo eilher local [eecllots or grain elevators. Cattle feecllots 

eJller只eclas立reatCOnSllll1erS of只rainsancl [eed crops since 1970. There are five cattle [eecllots 

with a capacity of over 30，000 head in Haskell County. There are five local grain elevator 

companies in Haskell County， ¥".'ho collect 1.5-4.1 milion bushels o[日rainevery year ¥vithin a 

15-mile raclius. After purchasin日 grain from farmers， local elevators sell them to either 

[eecllots 01勾ll1ajorgrain companics， sllch as Cargill， ADM， Continental Grains， ancl Farmlancl. 

The grain elevators not only cleal in grains， but also sell fuels， seecls， chemicals， ancl others 

to local farmers. Hence， they play a cenLral role in grain procluction ancl marketing in the 

reglOn 

The どrain [arm in只 in Haskell County is maintainecl physically by the exploitation o[ 
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grounclwater， ancl c1epencls economically on tenant farmers who rent farmlancl from absentee 

lanclowners. Farmers eagerly explore fOl凋 better procluction ancl profits， often confronting 

changes in market prices. Local feecllots ancl grain elevators are goocl customers for grain 

farmers. Such strong relationships between farmers ancl agribusiness companies explain that 

this region is one of the largest grain-farming regions of the Plains. 

Key worcls: grain farming， tenant farmers， grazing cattle on wheat， grain elevators， feecllot， 

Haskel! Coun ty， Ogallala Aquifer 
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写真 1 ベースメントを持つ農家

この農家は母屋(左)と機械格納庫(右)からなる.この農家Eの母屋にはトルネー

ド(竜巻)の多いこの地方の特色を反映して地上と同じ面積のベースメント(総地下室)

を有する.寝室や子ども部屋などはそこにある(1999年12月18日)• 

写真2 グレーンエレベーターの建つサブレットの遠景

穀作地帯を象徴するカントリーエレベーターは遠くからも目立つランドマークであ

る.サブレット集落の給水塔は，サブレット農協社のグレーンエレベーター(左)とマ

ツコイ穀物社のグレーンエレベーター(右)と比べても小さくみえる.手前は小麦畑

(1999年12月18日).
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写真3 小麦の収穫後，株の野焼き

小麦は 9月に播種され， 6月

にコンパインで刈り取られる.

刈り取り後はそのままにされる

もの(stubb!emu!ching)と，写真

のように焼かれるものがある

(1993年7月17日).

写真4 マイロ(笑取りソルガム)

マイロは 5月に矯種され 8

月下旬に熟し 9月に収穫され

る.コンパインは汎用性があり，

先に付ける刈取機 (header)を

変えることによって，ダイズに

も使える (1997年9月26日).

写真5 ダイズの畝間滋淑

豆科植物のダイズを栽培する

ことは輪作体系上，有効な手段

である.ダイズはトウモロコシ

同様 i.墓瓶畑で栽培される

(1993年7月17日).
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写真 6 センターピボット濯i既のトウモ

ロコシ畑

トウモロコシは 4月に播種さ

れ， 9 ~ 10月にコンパインで収

穫される.このセンターピボッ

トで濯概された畑の右は刈り取

られ，左は収穫を待つ (1997年9

月26日).

写真 7 小麦の播種機

小麦の播種の風景である.小

麦はドリル(条播機)で土の中

に播種される.農業機械は大手

のジョンデイア社製のものであ

る (1997年9月27日).

写真8 伸縮自在のディスクハロー(円

盤すき)

このディスクハローは伸ばす

と42フィート(l3m) となり，耕

起と砕土を同時に行う(1993年7

月23日).



写真9 若牛の小麦畑放牧

秋に若牛を購入し， 11月から 4月まで放牧する慣行は，オクラホマ州やカンザス州の

冬小麦栽培地帯で、1925年頃から行われてきたーl 頭当たり 2-3エーカ ーの割合で小麦

畑に放牧されている風景は現在でも普通にみられる .牧柵は電信柱から電気をヲ|いた電

牧柵である(1999年12月18日).

写真10 若牛の刈跡放牧

牧畜社会を象徴する刈跡放牧は，本地域ではトウモロコシ・マイロ・小麦の刈跡で広

く行われている .この刈跡、放牧は農家c(写真左)の もので，小麦畑放牧と結びついて

いる (1999年12月18日). 

129 


	0502
	0503
	0504
	0505
	0506
	0507
	0508
	0509
	0510
	0511
	0512
	0513
	0514
	0515
	0516
	0517
	0518
	0519
	0520
	0521
	0522
	0523
	0524
	0525
	0526
	0527
	0528
	0529
	0530
	0531
	0532

